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日本におけるシンクレティズム再考
なる問題提起に終わってしまった部分も少なからず存在する。それぞれの事象が如何なる特徴を
持ち、機能を果たして後世に展開・継承されていったか（あるいは変形し消えていったか）という、
文化的思想的観点からの深い考察ができなかったことも、今後の課題として残されている問題で
ある。また、日本の文化的思想的基盤を三教のシンクレティズムという宗教的構造から確認する
作業においても、シンクレティズムの概念と形態を含め、より宗教学的な考察が今後求められる。
汎神論・多神教とされる日本の多元的宗教形態におけるシンクレティズムの究明は、日本の思想
的文化的エートスと日本人の形成との関連において深いかかわりをもつのである。
